○　×　株式会社　代表取締役殿

始　　末　　書

この度は、会社に対して多大なご迷惑をお掛けしまして、申し訳ございませんでした。

私は次の点に関して自らの過ちを認めます。

問題点①＝平成　　年　　月　　日に、レジからお金を１万円盗んで、自分のポケットにいれたこと。

問題点②＝レジからお金を盗んだのは、平成　　年　　月　　日に行ったのが初めてで、平成　　年　　月　　日に至るまでの間に盗んだ回数は合計　　回、金額は合計　　万円になること。

　また、私は自らが犯した罪を償うために、会社に対して次の点に関して誓約させて頂きます。

誓約①＝会社から盗んだお金は、全額を平成　年　月　日までの間に返済すること。

誓約②＝お金を確実に返済するために連帯保証人を平成　年　月　日までの間に１人以上立てること。

その連帯保証人の選任は、会社の承諾した人物とする。

誓約③＝退職は懲戒解雇扱いとすること。退職金を不支給とすること。離職票の離職理由は「重責解雇」とすること。解雇予告手当は求めないこと。

誓約④＝会社が行う処分に対して異議申し立てをしないこと。

以上の通りです。大変申し訳ございませんでした。

　会社が刑事事件として処理して下さらないように配慮して下さったことに感謝申し上げます。

平成　　年　　月　　日
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